
DSO News Letter
NO.115, 2020.10.30   

DSOの活動紹介
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言うまでもなく世の中はダイナミックな変化のまっただ中にあります。ICTの進化がIT分野のみな

らず他の分野まで広がり、皆様方の組織でもSociety5.0を念頭に置いた活動をされていることと思い

ます。あらゆる分野でイノベーションが必要です。With Corona・Post Coronaの荒波を乗り越えるた

めには尚更に。もちろん、それを支えるキーワードは我々が推進する「ダイバーシティ！」です。

多様な人材が各自の能力を最大限発揮できる機会を提供してイノベーションを生み出し、新たな価

値創造につなげる組織へ「自らを変革し続ける」ことが、我々研究機関には必要不可欠です。

また、組織を構成する皆さんが、真摯に仕事に向き合うと同時に「元気で楽しい」職場（当機構

久間理事長流に言うと、厳しくも明るい風土「ピリッと仕事・元気な職場」）を作り上げることも

必要です。それぞれが与えられた時間内に最大限の能力を発揮するだけではなく、自ら望むキャリ

アの形成やワーク・ライフ・バランスを達成する、組織としても働き方改革を実現して元気で楽し

い職場をつくりだす上でも「ダイバーシティ」の推進は「大きな力」となります。当機構としても

ダイバーシティを推進する様々な取組を行った結果、女性職員割合は21.3%、女性管理職割合は9.8%

となりました。一方、常勤外国人職員割合は1.1%、研究職員でも2.9%等々、まだまだダイバーシテ

ィ推進上の課題は残されております。その意味でも、会員の皆様方との連携は極めて有用で効果が

あると認識しております。

会長就任に当たりましては、DSOがダイバーシティの推進に向けて「切磋琢磨」できる場、各会

員組織の実行する有効な取組や実践結果を共有し共通のイベント等を実施できる場となるように、

微力ながら尽くす所存でおります。引き続き、会員各位皆様方のご協力を宜しくお願い致します。

DSO会長 農業・食品産業技術総合研究機構 理事 波積大樹

※個人的にも三遊亭樂麻呂師匠（農業落語を依頼）、犬童一利監督（ダイバーシティに関心大の社会派映画監督）、

AKB48チーム8等とコラボした活動を、厚生労働省時代から少しずつ手がけて参りました。これらを含めて、よりより未来

につながり楽しく元気になる活動を、皆様方とご一緒出来れば、幸甚に存じます。

新たにダイバーシティ・サポート・オフィス（DSO）の会

長に就任した農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）

理事の波積と申します。平成2年農林水産省に入省以来、本省

の他、熊本県御船町、阪神・淡路復興対策本部、規制改革会

議、在ロシア日本国大使館等に勤務して参りました。

現職就任直前には厚生労働省にて職業訓練の企画立案をし

ておりました。男女共同参画はもちろんLGBT・SOGIに如何に

配慮するかを日常的に考えつつ仕事をしていたことを思い出

します。 http://www.jad.or.jp/knowledge/tabid/240/Default.aspx
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■産業技術総合研究機構：
女子大学院生・ポスドクのための産総研所内紹介と在職女性研究者との懇談会
Female Graduate Students Laboratory Tours and Round Table Talk with
Women Researchers in AIST

【日時】 2020年12月14日（月）13：00～

【開催方法】オンライン

【申込方法】下記WEBサイトからお申込みいただけます。

（申込締切：2020年12月7日(月) 24:00まで）

【関連情報】https://unit.aist.go.jp/diversity/ja/event/

【問合先】産総研ダイバーシティ推進室（事務局）

diversity-event-office-ml@aist.go.jp 

【対象】修士課程、博士課程、ポスドク（DSO参加機関以外も対象）

※男子大学院生,ポスドクの参加も歓迎

2020年12月14日（月）オンライン

■物質・材料研究機構：
材料研究の最新成果発表週間 『NIMS WEEK 2020』

【日時】2020年11月25日(水)～11月27日（金）毎日10：00開始

【行事名】材料研究の最新成果発表週間『NIMS WEEK 2020』

【題名】 『熱』を操れ！最新『熱』制御材料一挙公開！

【場所】オンライン

【申込方法】特設サイトから要事前予約

【開催機関】国立研究開発法人物質・材料研究機構

【関連情報】 https://www.nims.go.jp/nimsweek/

【問合先】NIMS WEEK 2020事務局

nimsweek@nims.go.jp

【対象】 DSO参加機関以外も対象
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令和2年9月25日（金）、Web会議（Microsoft Teamsを使用）にて、15機関45名のご参加を持って

DSO総会を開催しました。令和元年度の活動報告、令和2年度の活動計画案報告が行われ、筑波大学

ご提案によるつくば女性研究者支援協議会との連携継続も承認されました。最後に会長機関として

農研機構が選出されました。

■■■令和2年度DSO総会・懇話会（2020/9/25）■■■

引き続き行われた懇話会では、14機関44名のご参加により

「コロナ禍により勤務形態の大幅な変更を余儀なくされたが、

各機関はどのように対応したか。その良かった点、困った点

は何か」について活発な情報・意見交換がなされました。

比較的共通した対応として、対策本部の設置や在宅勤務の実

施、フレックスタイム制度、海外・国内出張外勤の中止など

について詳しく情報提供がありました。

ユニークな対応としては、勤務場所の一時的な駐在発令（サテライトオフィス）や出勤なし裁量

労働の認め、子連れ出勤などが挙げられました。良かった点・困った点に基づき、今後の取組・課

題について情報共有し、他にテレワークの生産性に関する専門家の分析や今後のイベント開催に関

わるアイディア等の紹介もありました。

■■■令和2年度DSO運営体制のお知らせ■■■

DSO会長 農業・食品産業技術総合研究機構理事 波積大樹

DSO幹事 農業・食品産業技術総合研究機構本部人事部ダイバーシティ推進室長 加藤晶子

農業・食品産業技術総合研究機構本部人事部ダイバーシティ推進室 申銀月

産業技術総合研究所イノベーション人材部ダイバーシティ推進室長 大谷加津代

産業技術総合研究所イノベーション人材部ダイバーシティ推進室 井出ゆかり

森林研究・整備機構森林総合研究所ダイバーシティ推進室長 伊ケ崎知弘

物質・材料研究機構人材部門人材開発室長 磯部雅朗

DSO事務局 農業・食品産業技術総合研究機構本部人事部ダイバーシティ推進室 担当：加藤・申

■■■ダイバーシティ・サポート・オフィスのご案内■■■

*DSOメンバー：産業技術総合研究所、森林研究・整備機構、物質・材料研究機構、農業・食品産業技術総合研究機構、
千葉大学、筑波大学、神戸大学、土木研究所、国立環境研究所、国際農林水産業研究センター、防災科学技術研究所、高
エネルギー加速器研究機構、理化学研究所、宮崎大学、上智学院、岡山大学、宇宙航空研究開発機構、大阪大学、量子科
学技術研究開発機構、建築研究所（加入順）

ダイバーシティ・サポート・オフィス（DSO）は、研究教育20機関をメンバーとして、平成19年よ

り男女共同参画などダイバーシティに関わる活動を連携して推進しています。主な活動の一つとし

て、参加機関相互のイベント等の機会提供、情報交換を行なっています。当初は科学技術振興調整

費の支援を受けてスタートしましたが、現在はイコールパートナーシップでメンバーが対等に運営

する、より開かれたDSOとして活動しています。
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